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地方独立行政法人三重県立総合医療センター第四期中期目標（案）について 

 

 

１ 中期目標策定の趣旨 

平成 24年に地方独立行政法人となった三重県立総合医療センター（以下、「法人」

という。）は、地方独立行政法人法（以下、「法」という。）第 25条に基づき県が５

年ごとに策定した中期目標の達成に向け、さまざまな取組を行っており、その取組

実績について、地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会（以下、「評

価委員会」という。）の評価を受けています。 

現行の中期目標は令和８年度末をもって期間が終了することから、次期（第四期）

中期目標の策定作業を進めます。また、県が中期目標を策定した後は、法人が中期

計画を作成し、それを知事が認可することとなります。 

中期目標の策定については、議会の議決が必要となっています。また、中期計画

の知事の認可においても、公営企業型地方独立行政法人であることから、法第 83条

に基づき議会の議決が必要となっています。 

 

 

２ 第四期中期目標（案）について 

（１）目標の期間 

令和９年４月１日から令和 14年３月 31日まで（５年間） 
 
（２）目標策定の基本的な考え方 

第四期中期目標の策定にあたっては、法第 28 条により本年６月末までに法人

から提出される、第三期中期目標期間の終了時に見込まれる業務実績に関する評

価（以下、「見込評価」という。）を受けるための業務実績報告書から明らかにな

った課題等をふまえるとともに、急速に変化する医療をとりまく環境などを念頭

に、第四期中期目標期間中に重点的に取り組むべき事項を反映するものとします。 
 
（３）目標策定の主な視点 

①感染症対策の体制維持 

新型コロナウイルス感染症への対応で培った経験をふまえ、新たな感染症が

発生した場合に、県と締結した医療措置協定による知事の要請に対応する。 

②医療安全対策の徹底 

医療安全対策について、各職員が過去の事例を教訓とし、手術に限らず、関

係者間の情報共有や相互チェックを図る体制づくりを行う。 

③新たな地域医療構想との整合 

検討が進められている新たな地域医療構想との整合が図られるよう、近隣の

医療機関との関係をふまえた病院・病床機能の分化・連携を積極的に推進する。 

④医療ＤＸの推進 

サービスの質の向上や業務効率化に向けて、第三期におけるＩＣＴなどのデ

ジタル技術の活用から、医療ＤＸの取組へ移行する。 

⑤働き方改革の推進 

第三期中期目標の策定以降、働き方改革の取組は社会的に定着しつつあるこ

とから、より一層の推進を図る。 
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⑥経営環境の変化への対応 

物価高騰や人件費の上昇等、病院経営にとって非常に厳しい環境にあること

を認識した上で、引き続き収入確保およびさらなる費用削減に取り組み、経営

環境の変化に対応して経営の安定化や経常収支の均衡を図る。 

⑦コンプライアンスの徹底 

第三期中期目標期間において得た教訓をふまえ、再発防止の観点を含むコン

プライアンスの徹底への意識を向上する。 

 

（４）第四期中期目標（案）について 

評価委員会から聴取した意見を反映し、別冊１のとおり第四期中期目標（案）

を作成しました。 

今後、より効果的な目標設定となるよう、引き続き評価委員会の意見聴取やパ

ブリックコメントによる意見募集を実施し、その内容をふまえながら、最終案の

作成に取り組みます。 

 

 

３ 策定スケジュール 

令和８年 ５月～   評価委員会の意見聴取 

６月    医療保健子ども福祉病院常任委員会（中期目標（案）） 

６月末   第三期中期目標見込評価を受けるための業務実績報告 

      書が法人から提出 

６月～７月  パブリックコメントの実施 

９月    第四期中期目標を議案として提出 

10月    医療保健子ども福祉病院常任委員会（議案審議） 

12月    医療保健子ども福祉病院常任委員会（中期計画（案）） 

令和９年 ２月    第四期中期計画の認可案を議案として提出 

３月    医療保健子ども福祉病院常任委員会（議案審議） 
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地方独立行政法人三重県立総合医療センター第四期中期目標（案）の概要 

 

 

 （１）策定根拠 

   地方独立行政法人法第 25条 

 （２）中期目標とは 

   地方独立行政法人三重県立総合医療センター（以下、「法人」という。）が達成すべ

き業務運営に関する目標 

※県が定めた中期目標を法人へ指示し、法人は中期目標をふまえて中期計画を策定 

 

 

 

 

 令和９年４月１日から令和 14年３月 31日まで（５年間） 

 

 

 
第１ 中期目標の期間 

第２ 県民に提供するサービスその他の

業務の質の向上に関する事項 

１ 医療の提供 

（１）診療機能の充実 

ア 高度医療 

イ 救急医療 

ウ 小児・周産期医療 

エ 感染症医療 

  ＊感染症対策の体制維持 

（２）医療安全対策の徹底 

＊医療安全対策の徹底 

（３）信頼される医療の提供 

（４）患者・県民サービスの向上 

２ 非常時における医療救護等 

 （１）大規模災害発生時の対応 

（２）公衆衛生上の重大な危機が発生

した場合の対応 

３ 医療に関する地域への貢献 

（１）地域の医療機関等との連携強化 

    ＊新たな地域医療構想との整合 

（２）医療機関への医師派遣 

４ 医療従事者の確保・定着および資質

の向上 

（１）医療人材の確保・定着 

（２）資格の取得への支援 

（３）医療従事者の育成への貢献 

５ 医療に関する調査および研究 

＊目標策定の主な視点 

第３ 業務運営の改善および効率化に関

する事項 

１ 適切な運営体制 

２ 効果的・効率的な業務運営の実現 

   ＊医療ＤＸの推進 

３ 業務改善に継続して取り組む組織

文化の醸成 

４ 勤務環境の改善 

   ＊働き方改革の推進 

５ 人材の確保・育成を支える仕組みの

整備 

６ 事務部門の専門性の向上と効率化 

７ 収入の確保と費用の節減 

８ 積極的な情報発信 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

   ＊経営環境の変化への対応 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 保健医療行政への協力 

２ 医療機器・施設の整備・修繕 

３ コンプライアンス（法令・社会規範

の遵守）の徹底 

   ＊コンプライアンスの徹底 

３ 第四期中期目標（案）の概要 

１ 中期目標策定の概要 

２ 目標期間 


